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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日午後より岩織　由美子様デイケア見学予定

・本日、消防署の査察実施

・10/27(日)職員のインフルエンザ予防接種予約の〆切

・医療福祉学会のリハーサル予定がＷＩＺ掲示板に載っている為、各自確認する事

＜利用者様情報＞
· 向井　敦子様～「あんたの頭は全部豆腐だ。おからだ」「金借りて良い事無いんだ。私の父親

は社長だったんだ」「綺麗な服着て、そんな服着る資格ない」等、声を荒げての独語が目立つ。表情はにこやか。「今日は嫌なことがあって、機嫌が悪いの」と話されており、父親に仕事をしろと言われて面白くなかったことや、小遣いをもらえないことが不満とのこと。話を傾聴することで落ち着いており、スタッフ介入要している。本日の病状については、「先生とか家族には言わないでね」と話されている。

· 高田　マキ様～本人から架電。「デイケアで彼の事を言われてやっかみを受けている」と訴え、

しばらくデイケアを欠席すると話されている。期間としては１１月いっぱいと話される為、期間を置き過ぎである事を説明し１０月中の欠席としている。又、デイケア中止を希望する発言も聞かれている為、欠席期間に日中活動について考えるよう説明している。

本人の訴えを受け、ご家族（お母様）へ連絡している。ご家族からは、都合により１ヶ月程自宅を訪問しておらず、その間で本人の妄想が拡大しているように感じると話が聞かれている。長期の欠席希望は把握していると話されており、欠席の間本人への現実的な介入が減る為、ご家族がまめに自宅の様子を見に行ったり、外出機会を設けて下さるとの事。

· 田向　玲美様～本人から架電あり。新聞の集金を断った所、お母様から自宅にいるなと言わ

れたと報告されている。妹が単身生活をする為、家賃を折半して一緒に住もうと提案したが断られ、交際相手の実家に住まわせて欲しいと言ったが、そちらも断られたとの事。また、交際相手からは連絡を取ることも拒否されている為、話し相手がおらず、デイケア以外に行き場所がないと訴えている。明日はデイケアを利用すると話されており、利用中止を希望していた件も取り消したいと話されている。

· 寺沢　彩　様～本日連絡が取れず来処されていない為、お母様の携帯電話へ連絡。自室で寝

ていたとの事で電話を代わって頂いている。本人としては今週の外来受診時に１０月いっぱい休むと主治医へ伝えた為連絡していなかったとの事。自宅にいるほうが幻聴が少ない為、休みたいと話されている。

· 倉橋　生子様～足の不調を訴え、昨日の夕食を不食する様子見られているが、対応は穏やか。

青風荘に戻ってからせんべいを食べたと報告されている。

· 古舘　正行様～足底部にスピール膏を貼っていたが患部からずれてしまい、足底部の皮膚が

ただれてしまっているとの事。主治医からスピール膏を使用せず様子観察の指示を受けている。

· 山田　隆雄様～青風荘にて犬に対して叫ぶ事があったと情報受けているが、スタッフに対し

ては愛想良く話し掛けていたとの事。

＜事例検討＞

松倉　健一様(４３)　主：統合失調症　合：なし　　デイケア利用：水・金曜日（週２日）

検討内容　目標・治療計画再検討

長期目標　病状安定を目指し、青山荘を退所したら自宅に戻る。

中期目標　①病識を理解し忘薬を防ぐ。環境の変化に適応し、適切な意思表示を行う。

②健康維持・向上　

③清潔保持

短期目標　①病状悪化に繋がらないように不安や困った事などがある際には、自己表現をし対処法について共に検討する。

②運動不足解消のため運動プログラムに参加したり、ウォーキングを行う。

③入浴時には体の洗い方に注意し、洗い残しの無いようにする。

治療計画　①本人様に声掛けを行い、不安感の有無について確認する。不安な事があった際は、対処法について一緒に検討していく。

②運動時に、身体の動きが小さい際は身体を大きく動かすよう声掛けを行っていく。

③入浴状況と、入浴時の身体の洗い方について確認の声がけをする。また皮膚状況の確認を行う。

現　　症
· 入浴は週３回行っている

· 皮膚に湿疹が見られるが、皮膚科にて軟膏処方され患部に使用している

· 自ら不安感等について話すことは無く、都度スタッフの確認が必要

· 薬は就床前薬を忘れてしまう事があるが、スタッフの声掛けにて服用する事が出来ている

青山荘からの情報
· 腕時計を着けている場所に発赤あり、バンドがきつすぎる様子見られている。腕時計を付ける腕を変えて様子観察としている

· 軟膏処置は声掛けが無くては実施しない。自分からスタッフへ頼みにくいと話している

· 何かがあっても自分から訴えることは無く、声掛けにて思っていることを発言してる

· 入浴はしているが湿疹は継続して見られている。洗い方が不十分である可能性がある

· 夕食後に自室へ戻り眠ってしまう事で就床前薬の服用を忘れてしまう事がある。ペーストしては月１回程度

· 退所後は自宅へ戻っての生活を予定

· 自宅からデイケアの利用が出来るよう外泊中の訓練を行っているが、本人からは疲労感の訴えが聞かれている

· 家事動作全般は問題無く行う事が出来ている

利用後の変化と今後の対応　

· 青山荘退所後のデイケア利用目的や動機を本人と話し合って固めていく必要がある

· 青山荘へ入所している段階から、徐々にデイケアの利用を増やして生活リズムを確立していく事を検討

· 外泊中に自宅で行ってくる事を決めて、役割を持ちながら自宅での生活に慣れる事を促していく

＜外来患者様情報＞

· 久慈　邦夫様～インフルエンザ予防接種実施

· 前野　義勝様～右手首の痛みを訴え、湿布処方

